
 

  

 

 

「令和 2 年度市内小中学校コミュニティ・ス

クール化に向けて、学校運営協議会の意義や活

動について理解を深める」ことを目的にシンポ

ジウムが開催されました。肥田中学校と妻木小

学校が、コミュニティ・スクールのモデル校と

して実践を重ねています。シンポジウムには、

校長・教頭以外に、今後学校運営協議会委員と

して、活躍を期待する地域の方々にも参加を募

り、総勢８０名が参加しました。 
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Plus 

令和元年９月９日 

土岐市学校運営協議会シンポジウムの様子から 

講演：コミュニティ・スクールとしての歩み 学校・家庭・地域社会の連携 

講師：服部吉彦先生 中部学院大学教授 

【講演内容の抜粋】 
〇コミュニティ・スクールの導入の効果（岐阜市） 

地域・保護者：教育に携わる一員としての責任と自覚 

        学校関係者評価の充実 

子ども：地域社会の一員としての自覚 

・子どもたちも街の主役に・よい地域がよい学び舎をつくる・子育ては自分育て 

・学びのつながり、専門性の充実・もっと魅力的な街にしようとする意識 

・学校の活動にかかわりたいという認識 

〇コミュニティ・スクールの課題：組織の持続性 

    ・活動を維持し発展させるために、かかわる人が変わっても、願いや求めるものを伝え、 

ともに歩むことのできる組織の伝承 

・地域の方や保護者のコミュニティ組織への所属やゲストティーチャーなどへの参加・参画 

をさらに広げる 

・コミュニティ・スクールに勤務している先生方の取組の継続 

・事務局は、学校か地域か（学校も地域も保護者も持続的を考えて動きやすいシステムに） 

 

 妻木小学校学校運営協議会の実践  

テーマ「地域と学校が連携し、よりよい地域人を育てるコミュニティ・スクールを目指して」

準備期間に「地域の組織、実態を知る」「イメージの共有」「組織作り」に取り組んできたこと 

を通して準備委員会の必要性や各部会のおける活動実践が発表されました。 

 肥田中学校学校運営協議会の実践  

                テーマ「肥田中学校のコミュニティ・スクールの実践」 

                ２つの課題点「学校評議員会との違い」「持続可能な位置付け」

を解決するために、「熟議の位置付け」が協働活動につながった

実践や「今までの学校と地域の連携活動を整理する」ことの大

切さが発表されました。 

土岐市学校運営協議会シンポジウムの様子 

【８月２４日(土) セラトピア土岐】 

 



 

 


